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出題趣旨 

 

実技検査では英文和訳問題及び空所補充問題を含む英語による面接試験を実施した。音

読は、まとまりのある英文の内容を理解しながら適切に音読できる力を測る目的で出題し

た。空所補充は英文内容の適切な理解に基づく表現力と文法語法の力を問う問題とした。英

問英答は質問を的確に聞き取り、適切に応答する力、身近な事柄について自分の考えを英語

で発信する力を測る目的で出題した。 

 実技検査は個別実施とし、一部日本語による説明を行い、受検生が落ち着いて十分に力を

発揮できるよう配慮した。 

 

 

 

評価の観点 

 

音読 

・意味の区切り、単語の発音、イントネーションの適切さ。 

・パッセージの内容を伝える音読になっているかどうか。 

 

英文和訳 

・英語の内容を理解し、過不足なく自然な日本語で適切に表現できるかどうか。 

 

英問英答 

・質問を正しく聞き取り、応答に必要な情報を英文から読み取り、適切に答えられるかどう

か。 

・自分の考えを積極的に適切な英語で述べる力と態度があるかどうか。 

 


